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　工。　Antonツα癖CleoPatraの主人公達の悲劇畳容に　　　は屡々出る力曳始めのうちは明瞭に神格fヒされている場脅

っいては第一部で述べたので，次にこの悲劇の観客（読　　　は比較的少く，事件の漁行に影響艶及ぼす点では三1三’鮒llI

者を含む）の悲劇受容について述べねばならない。エリ　　　であるTha　Fatesに比較すると甚だ少なかつたと鋼）

ザベス朝の人々は一般に人間の歴史（生涯）な決ラ透する　　　れていゐ。　Tycheは寧ろ者匡市の守護者と考えら言し・神

ものは神意と運命と興人開の性格とであると信じてい　　　々の列に加1えられていなかつた。しかしやがてTyche

た。社会および経済関係が人聞の歴史決ジ驚と飛大関係を　　　はMoirae（L．　Parcae，且Fates）とil’ij様に墾阿燦に

持っと考えるまでにはいまだ至つて屑らなかつたようで　　　拘わらず人間の運命（10t）をも意昧するようになった。

ある。しからばこれら三つのものがこの悲劇の登場人物　　そして神格化され，MQiraeと共に人開に総てのもの凌

の歴史決建に如何なる関係を持つているだろうか。この　　　与える女神となるに蓋った。また時々はFates（＝・Moi・

問題の考察にあたつて運命を中心として検討し，それが　　　rae）の三’女判1，　Clotho，　Lachesis，　AtropQsの中の…女

この悲劇の観客の悲劇憂容にどの様な影響を及ぼしてい　　　神，Lachesisと同一視されるような場合もあつた。へ

るかを論じてみたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　レニズム時代及びローマ時代になるとTycheは女神と

　ff．　Shakespeareの戯曲ではfortuneとかchanceと　　　して次第に頭角を賦わしてきて，やがてラテン諦の

かdestinyとか云つた養‘藻…が1嚢々用いられているoBart－　　　FertUnaという女神と岡一視されるに誠つたo

lettのConcordance　to　Shakespeareによると，　fortune　　　FortUnaは元来ローマではこの胃漿の意味（ferre）が

という君葉が1～10圓用いられてV・る戯曲はユ9篇・11～　　　示す様に難饒や増殖を齋す者という意昧であつた。それ

20圃のものは12篇，20・v30　maのものが5篇，31・－40回　　でこの神は大地の麗物と女の生命とを司る女子rliであっ

のものは1篇となつている。この最後の1篇が　Anton夕　　　た。それが次第に偶然とか運とかを司る女神となり，こ

and　CteoPatl’aであつて，実に40圓用いられている。こ　　　の神の乎から貧欝，宰不幸，快不快が人n・fiに授けられ為

の様に頻繁に用いられていることもこの悲劇の特徴の一　　　のであると考えられるようになつた。Pt・一マ人遠はこの

つであつて，この悲劇が運命との関係の深いことを示す　　　人闘の運命を司る女神を特に重視し，いろいろオ£名称で

に外ならない。　　　　　　　　　　　　　　　　　呼び，処々方々に神殿を建てるようになつた。その神殿

　当時の人々は運命をどう考えていただろうか。英語の　　　に祭られたこの女神の像には盤饒を象徴する角を乎に持

Fortuneに相当する蕎葉はギリシャ語ではTycheであ　　　つものがあり，変動常なき移り気を象徴する輪（wheel）

つた。勿論Tycheは語源ll勺には幸運の意昧を顕薯に持　　　を持つものがあり，頭上に北極星を戴くものがあり，ま

っていた。Tycheは初めのうちは偶然の様に人開事　　た目隠をしているものなどがあつた。

（human　affairs）の予測できない要素に対する哲学的　　　　英国人逮の考えていたFortuneは戸・一マ人達のFor一

抽象概念に過ぎなかつた。ギリシャの悲劇でもTyche　　　tロnaに相当する。　偶然とか幸運とか宿命とか運勢とか

＿＿＿＿．一．一．．．＿一＿．一＿．一＿＿＿＿＿＿＿．＿＿＿＿一一
@　を炎わすと同時に運命の女神（Goddess　Qf　Fate）を表

＊　儒州大単繊維挙部　英諮祀F究霊　　　　　　　　　　　　わすのである。・r：・　1）ザベス朝の人々がt－・・．一般に考えていた
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　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　，　　　　t　　　　■　　　　の

所によると，地上の一切のものが現に存すゐが如くかく　　wanton　boys，　are　we　to　the　gods，一一／They　kill
ロ　　　ロ　　　　　の　　　

あらしめるのはその原因は天（Heaven）にある。　勿論　　　us　for　their　sl）ort。（Lear；IV．　i，38～39）はこの様な見

全宇雷を創造し一切のものの上に鱈臨しているのは神で　　　方を衷わしているものと解される。一一切の人間の行動や

あるのだから・その第一原因は神の摂∫Hl（providence）　　盛衰や潮不幸なども総て：t／iliの責任であつて，人間はゴ！1暇

にある。神は一切のものに変らざる秩序を保とうとする　　任となる。入間は唯々神の命令によつて現に存するが如

のであるから神の摂玉lllは不動不変である。しかるに地ヒ　　　くある機械の様な存在ということになるからである。天

のものは特に人間は絶えず変化する。幸福なものは不幸　　　上の力の第一原因である神の摂理も介在原因である星の

になり・若きものは老い，健康なものは病気になり，高　　　力も人關の側から見ると神と考えても運命と考えても結

位の者は権力を失つて悲惨な境遇に陥る。このように神　　局同じことになる。そうした考え力も一部分の人々には

の櫃理の永遠不変｛生を変えて変動性（mutability）な附　　　確かにあつたのである億Mゼri’UiTの磁，2∫ツVL　52・’w55

与するものは何かeそれは天．上の晃の影響力によると考　　　に，．Thus　of　our　heavy　haps，　chief　causes　be　but

えられた。凄ll故にその介在原閣（the　mediate　causes）は　　　twain，／Whereon　the　restl　depencl，　and　underput

星の作用と見倣された。この1兼に地上の一切のものは星　　　remain，／The　chief　the　will　divi1、e，　calleCl　de9．　tiny，

精に月によつて移り変るのであるが，そのうち特に入間　　　or　fate，／The　other，　sin，　through　hum◎urs　holP，

の移り変りの部分を惹き起す星の影響力を考えてこれを　　　which　GQd　doth　highly　hate．とあるのは不事の最大

運命と塙付けたのである。朝に権力を講り我が世の春を　　　勝（悶を利1の意志に帰し，　これをfate　（嵐時の人々は

謁歌して幸福の絶頂に贋た者が・Essex伯¢）如く，夕に　　　F鮮tuneとFateをはつきりと区別しなかつた）と呼び，

は忽ち変じてPンドン塔に幽閉されて不運のどん底に帥　　　神と運命を岡一悦している例と云うことが出来よう。勿

1吟し，やがて断頭台の露と？肖え鎌るといったことは当蒔　　　諭他方に人間の罪が不鱗を欝す原關としてこの例では認

の人々がしばしば目繋もし，家た自らも経験させられる　　　めているけれども。この様に運命と神とを岡一視し，人

所であつた。その様な人間の移り変りを慧趨する身近に　　間は運命に絶対服従をしなければならないという態慶は

感じた星の彬響力を神格化した運命の女神（Fortune）　　　蜜時の人々のうちでは比較的に俗的な方の人々の闇に多

をぱ非常に移り気であると考えたのは当然である。それ　　　くあつたようである。

でこの女神は人間の運命の嚢化の甚だしさを象徴する輪　　　　ところが人閻には理性がある。こ鍵’vによつて人闘は神

を乎にしていると考えられた。人間の運命は絶えずこの　　　の明溜（skill）を体得Ll斗来る。この神の明智を体得する

輪の圓転する如く変化すると見倣されていたのである。　　　ことによつて神意を知り，運命を肉己に有利に灘くこと

　人間の運命に絶えず変化を与える星の力即ち運命の女　　　が禺来るという考え方が中蝕時代から伝つていた。そも

神に対するエリザベス朝の人々の態慶はどんなものであ　　　そも鼠が変つてその墨のもとに生れついた人關の遺命を

つたであろうか。キリスト教がいまだよく普及しなかつ　　不事にする原悶は人間が神意にそむいていて堕落（fall）

た古代の人々は塁に対して迷儒的な恐怖心を懐いてい　　　したことにある。神はその随落を星の変化に明示して人

た。星は人闇に対して悪意を持ち，人間の運命を悪く変　　　聞に驚告する。明智を体得した人闇は直ちにそれを見て

えると考えられていたからである。そのため星の影響か　　　陶己を正しくして神意にそうようにし，運命が悪く変転

ら逃れるために占星術や魔術が行われた。このような昔　　　するのを團避する。TemPestのProsエ⊃eroの様な人物は

からの星に対する恐怖心はやはりエリザペス朝の人々の　　　理生によつて神の明智を体得した人物で，星が敵意を持

一部分に幾分変形して残存していたようである。人聞の　　　つて神の意志通りに変らない時は公然と反抗し，好意を

一一ｶが神意と運命とによつて決定されるとするならば，　　　拷つている時はその変化によつてすべて有利になるよう

星をも含めて万物の創造主は神であるから結局星の変化　　　に利用した人物といい得る。珊性によつて神の明智を休

である運命の変化も神意によつて起ることになる。そう　　得せしめるようにするのが教育（education）であると当

すると紳意は運命によつて人闘に示され，運命は神意の　　時の人々は考えた。そこで人間は肉己の運命に個人的費

表現となり，人聞は絶対的に運命の支配を受けることに　　任を持つことになる。運命によつて支配され，のつぴき

なる。換言すると神意即運命ということになり，神は人　　　ならぬはめに陥るのは自己が教育によつて神の明智を体

聞に移り変りを与えて唯々苦しめる恐ろしき存在とな　　　得するように理性を働かさなかつた個人の蛮任である。

る。King　LearのGloucester　の雷葉，　As　flies　to　　　このことを巧にもじつたのがJrulizts　CaesarのCassius
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の有名な言葉，Men　at　some　time　are　masters　of　　　兎も角も人間に多大な影響を与える力を抽つていると考

their　fates；／The　fault，　dear　Brutus，　is　not　in　our　　えていたからである。

stars・／But　in　ourselves，　that　we　are　underlings・　　　Shakespeareは人間の運・命を決定するこの様な星の

　（Lii，139～141）　であると解されている。この様｝こ　　影響力の如き外的r．プ．1（the　exterlor　power）力弐恐怖や

人閥は運命の支配を受けながらも，運命の変転の源因は　　　憐懲のlh亘捲唆るものとして悲劇的fl睡i値を1；忍めていた。初

自己にあるのであつて，理性によつて休得した紳の明細　　　期の代表的な認上ミ劇RomeOα雇IPttietではこの外的賑力

をもつて，人闇を殆ど運命と対、募になるまで引き上げ，　　　に関してfortune，　chance，　fate，　destiny或は10t叛

運命を利用するという態度である。勿論当時John　Flo・　　　どの女学附抽象概念を表わづ欝葉は余り多く川いてほい

rioが英訳したMOnint　ignaのEssaJ，sで述べられてい　　　ないけれども，　II時の人々が人間の運命の変松にOl腰関

る如く「運命はその指示において人間の叡矧の全法則を　　　｛系するものと儒じていた星なもつて運命であ署｝天上の力

凌駕する。」といつた人開の理性に対する懐疑を持つ露う　　　を炎わし，　この悲劇の要因を・11として♪をれに頼つてい

になつた者も一一　i’lfllにはあつたであろうけれども，以上述　　　る。　RQmeoとJulietとのL人は・a　pair　of　star一

べた様礁度は＝リザベス朝の有1徽人々の間で噺軸　　・・Qss’d　1。vers’（1’ro1．　6）と1呼圃してい～5。彼肺驚灘IIに

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　■　　　　多く運命に対して取られた態度であつて，　Francis　　　終ったのは星めぐりが悪かつたからである。　ROmeoは

Bacon（The　Essays・XL・Of　Fortune）などもそうした　　　Julietの死の報をBalthasat’から受けると・ls　iteven

人々のうちに加えてもよいだろう。　　　　　　　　　　　so？then　I　defy　you，　stars、　’（V．　i．24）と云つて敢颪

　ところが入閥が理｛生を働かして運命の支配を受けなが　　　て運命に反抗する。Friar　Laurence　も蒋意と賢明さを

らも殆ど対等関係に立つて利用出来るというこの態度が　　　梼つていたのであるが，遡に翫画通りに嚇が笈琶ぱず，霊

交芸復興期の人摺を重んじ宗教の支配から人闇性を解放　　大な棚翻を来たして悲劇を招来してし寝う。そうしてそ

して，人間能力の絶火性を儒ずる風1・；1月と相倹つて，更に極　　　の理由を‘A　greater　power　than　w6　coptradict／Hath

端な程に過度になり，運命は勿論のこと神とまで対等に　　　thwarted　our　intents；（V．　iii，153）と歎いて運命のな

人間を押し上げ，入縛を神の摂珊以上と考えるような態　　　す所と認めている。要するにRomeoとJulietという純

度が現われた。この様な態度を取る霊人公を含む作品も　　翼無旅な二人の若者は運命の気覆ぐれの犠牲となつたの

発表されるに至つた。ChapmanのConspif’acy　of　Byron∫　　である。　神の撰i理は　Montague寂のひとり惣，子と

The　TraSfedy・Marloweの　Ta，nl　urlaine，　Milton　の　　　Capulet　i蒙のひとり娘とを犠牲にして相争う両寂の不和

1）aJ’adise　Lostなどはこlixに類するものと云い得る。こ　　　を取り除き，秩座を保つことにあつたにせよ，運命がこ

れらの作家達はギリシャや巨一マの作品の影饗を畳けた　　　の可憐な二人を殺してし玄つたのである。たとえ相敵対

人逮であつたが，この外にもMachia，　vellismを儒奉す　　　する両療の了供逮が一日見て無謀にも互に熱愛すること

る人違も現われて来た。　例えばShakespeareでは　　　の愚かさを認めるとしても，　Friar　Laurenceの計画に

Richard　III＠King　LeaJ”のEdmundなどである。彼　　　軽卒と疎漏さとを1忍めるにしても，星即ち運命という人

等は星の人闘に及ぼす影響力即ち運命の人r｝11支配力を全　　　闇の外にある要因が悲劇を矯らしたのであつて，この様

而的に否定する。それでこの種の運命に対する態慶は入　　　な悲劇を外ll磁1劇（an　external　tragedy）と云うので慮，

智を重んじ，知力の勝れた人關は運命などとは何も関係　　　るが，この様な悲劇は先に述べた運命に対する第一一一の態

せず，機会を旋えて万事を肉己に有利に処理するだけで　　　鷹と密接に関連して珊り，観客には容易にそうした悲劇

あるといつた運命も神も否定する態度である。　　　　　　　の結末を受け容れることが出来ないのである。

　エリザベス朝の人々の運命にたいする態度を三種に大　　　　Shakespeareの悲劇時代の作品になると運命と燈場

別して説明を試みたのであるが，Shakespeareの作品　　　入物との関係はRomeo　and　fulietの場含とは非常に異

には純粋に最後にあげた部類に属する人物は登場しな　　　つてくるHamlet，　Othelto，　Macbeth或はKing　Lear

い。運命の支配力を否定するRichard　IIIやEdmund　　にしろ，悲劇は単に星といつた外的なカである運命のみ

の如きも結局は運命に支配されて1誕｝つて，Ltragic　irony　　によつて惹起されてはいない。数簿の主人公達の性枡に

として表現されているに過ぎない。Shakespeareにとつ　　　は必ず何処かに欠点がある。同lki・i：に必ず姫入が登場する。

ては人間が神や運命に勝ち誇ることは罪であり，神はど　　　主人公達はこの性格上の欠点のためそ］動を誤り，それが

こまでも万物に君臨しているのであつて，運命は善悪は　　　悪人の乗ずる所となる。そのため1人公達は苦しめられ
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る。この苦しみは主人公達が臼らの心を苦しめる原因と

なり・遂には州1から験らオ’Lた凱みよりも内なる白　　　　　第一幕

ら苦しめる心の苦悩の方が一摺激しいものとなる。主人　　　　第一場　AlexandriaのC正eopatraの宮殿の一室、こ

公」＄の性格はこの蕎悩の裡に発展していく。最後には外　　　の場はこの琶劇のテーマを要約しているものと思われ

部から与えられる苦しみと同時に回ら肇らせている心の　　　る。ローマ人達の眼からするとAntonyはエジプト女

苦悩とを断ち切るものとして死が起るのである。主人公　　　王Cleopatraに溺愛し，全く度を越えている（1．　i、1・v2）。

は勿論主饗人物も絶えず彼等の存在と運命とを支配する　　　何事にも度を越すこと1ホ緊明とは云えない。理性を働か

自然とか或はdiといつた外的な運命の力などの性質を観　　　して明智を休得している者のなす所ではない。それは愚

照しているけれども，実は虫入公達の運命はこの【生格の　　　者となることであり，肉己の運命を不幸に解き，世の中の

欠点を趨点として彼等の性格がそれを形成しかっ変転さ　　　秩序を乱すことになる。しかしこの度を越した溺愛こそ

せていくのである。其故にこうした運命は彼尊の性格分　　は彼の運命を変転する起因となるi望1三陥上の欠点であると

析の一一部分をなしている。この惹味でこれらの様獄悲　　岡時に，彼にとつてはこの繊らわしき轍界での入∠k椴窩

劇は内的悲劇（illtemal　tra暮edies）と名付けられる。　　　の蹴きことを経験させるものであつた。AntQnyとCleo．

Hamlet　L　iv・23～28にある様にこの欠点は‘some　　　patraというロ・・一　reの偉大な政治家であり武人である

vicious　mole　of　nature　jn　them，（何か一つのノkれつ　　　男と絶世の美人であるエジプトの女三Eとが互に相愛の抱

いた汚点）であつて，氏誹』性，気質，習癖などの様に自　　　擁をす鵜ことは比類のないすばらしいことである。この

然に押し栄港られた欠点の1易舎もあり，また偶然から与　　　ことを世人に知らしめなければならない。その為に罰の
　　　　シルシ
えられた印の場合もある。何かv－一つの明白な欠嶽である。　　苦痛を受けることも覚悟の上であるとAntonyは挑戦

その欠点によつて明智を体得していても，それを活用し　　的に宣欝する（工．i．35～40）。そして彼はローマ帝園も，

得なくされるのである。（もし活用し得る場合ならば運　　　Caesarも，婁のFulviaのことも一切俗枇のこととして

命を利用するので悲劇ではなくなつてしまう。）其故に運　　　無視したのである（1．i．18解35）。しかし，　Cleopatraは

命に対する第二の態度を取つたエリザベス朝の識者層に　　　‘tAntony　will　be　himself．「J（Li．42）と予欝めV・たこと

属する観客はこれらの悲劇では非常に虫人公達に同情心　　　をいうQこの醤葉は両刃の葱味を搏つと解される。Pt　一一

を喚旭させられ，深いS’〈，’憐の情を懐き，その運命の恐ろ　　　マ的Ill人としてのAntonyとエジプト的偉人（pa　”一　KT人

しさに興常な恐怖心を作興さオ㌔るのであるが，同時にそ　　　の眼から見ると恋に溺れた愚薪）としてのAntonyと，

うした欠点のため結局剋劇は肉ら招いているのであり，　　　両役を演ずるであろうとの葱味を持つようである。実際

この様に苗しみ統けるよりは寧ろ死によつてその苦悩を　　　彼は現爽的なローマの世界を捨てて，エジプトの世界こ

断ち切つた方が主人公違にとつてよいだろうという気持　　　そ彼の罵所（space）であると云いながら，　P　r・・’rの世界

にさせられるので，或る程度観客は悲劇を止むを褥ない　　　を完全に捨て玄ることが働来ず，両世界の閥を絶えず転

ものとして認めることが禺来たであろう。しかし主人公　　　回するのであつた。其処に彼の行動や心に矛順と混乱が

達のこうした止むを褐ない些細な一つの欠点を持つた性　　『生じて来る。というのはローマおよび＝・ジプトの両慨界

格が，彼等をあの様な悲惨な結來に導くことは，充分納　　　は互に｛1晒1酬断の塾漁が相反し両立することが出来ない

得のいくように陶然に描き出すShakespeareの天才に　　　からである。ロ・一マ人から判断すると溺愛に酔つている

舌を巻きながらも，何か余りにも恐ろしい生命の浪費と　　　AntQnyは“He　is　not　Antolly．”（1．　i．　57）であり‘‘He

薫つた様な感じが幾分なりとも伴なつて，これらの悲劇　　　comes　too　short　of　that　great　property／which

を全面的に受け容れることは観客には困難であつた様に　　　still　should　go　with　Antony．　”（工．i．　58－v59）であつ

思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。自己のpropertyを失つた者即ちdegreeを忘れた者

　皿・　Antony　and　CleoPati’aでは登場人物と彼等の運　　　に運命が好転する道理はない。そこでロ・・一・’v入達は彼に

命とはどの様に取扱われているだろうか。窪たその運命　　　明口のbetter　deedsを期待する。しかるに彼は破滅へ

の取扱われ方が観客のこの悲劇の受容に如何なる関係を　　　と導く運命を肉ら招いて，しかもその罰を慧識しながら

持つだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　肉己の価値判断（絶えず変動する）による潤貴なる道を追

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　求して行く。紬局愛のために婁子も権力も戦の勝矛1」も遂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　には生命をも捨ててall　fQr　loveのために一切を捧1ず
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るというこの劇曲のテーマをこの第・一場は示している。　　　ていた。　：1；じ1枚にCharmianもIrasもエジプ1・の官廷

　第＝場1糊と1了11一蜘i・）男日脇齢と1髄の多い場　の妊のf撤であるので，Shakespea，eが運命の女・1・　

である。卜者とCleopatraの侍女Charmian・工rasお　　　としてIsisを持つて来たのであろうが，覇時の人々は

よびf縦Ale…などとのnli］で冗灘獄なが礎命判　1・i・はやはりF・・t…に関1継あると考えていたのであ

断が行われる・齢蛸然の秘められた広大な本の中に　る．この翻の鯛人物斑耳己の｝齢に常に意　襯に～・k

読むことになつてs・ai）　，人間の＝財日にもそれを読むこと　鷲を払つている．このト禰この提刷では恰度漁励

が娼来る（1・ii・8・－10）。　Char・　Good　sir・give　me　good　　の妖婆の様な役割を果していると考えられる。　ll∬i々異る

f°「t・n・・／S・・th・　1　m・ke　n・t・b・t　f・resee・（エ・・ii・・13　｝1桝M・・b・th瞭婆の予融信じて行動して麟に灘

～14）とト者は云うρ　卜者の予見によるとCharmian　　　るのであるが，この悲劇の登場人物はト濟の迎命の予署・

は‘Y。u　＄hall　be　y・t　f・・f・irer　th・・y。・…’・　を・購1にfl亨じないだけで，ltl，る。しかし階峨鞭りcr）

　（Lii・16）であり・‘You　shall　be　more　beloving　than　　結末となる。この悲劇ではEllobarbusがAntonyに

beloved・（「・i・22）である。1勾体的に覗在よりも美しく　　対して道化（a　cQurt　foo1）とchorusとの役綱を果す嘘」

なるので臆く・燗として・k・D　｝I」E一しくなり，愛される　のと見ること力咄来る様に，この1渚は・一稲の、h。，．

より仙を愛する燗と嫡だろうと云％難その励　・・とpr・1・gueの役割繍じている覗る1と洲、陳
に第憩第二場229行でCl・・P・t・aをして“N・w　よう．　A・t。・yはCI・。P・t・aに醗して己の舛咽。－

n°b1・Ch・・mi・n・’と呼｝飢め，また342行でC…．・ar　マもサーベて忘れ去つていたが，　Cle。．｝le　w。，　di，p。、・d

をして徽の殉死の有様を“O　n・ble　weakness”と叫　t。　mi・th；b・t。・the　s・dd・n／AR。man　th。、ght

ばしめたのである・妊C1・・pat・・を南鵬的に1撤と　hath・・tr・・k　him．α．ii．79～80）と凝様に突然こう

して愛することによつて肉休的な奨しさよりも摘神的な　　　した溺愛の忘飛の最中に窟一マ的な現実的な考え：方が醒

美しさを発揮するに至ることを予見している。　工．ii．25　　　めた。　Pt・一一・・Tからの健者に向つてSpeak　to　me　home，

～40では，Charmianは肉欲的で，凶由な生活と女とし　　　mince　not　the　general　tongue：／Name　CleoPat「a　as

ての現世的な栄逮とを冗談のうちにも希塑しているが，　　　she　is　ca1Pd　in　RQme；／Rail　thou　in　Fulvia・s　phrase，

1’者は彼女が女三Eよりも便く生き，運命は現在よりも悪　　　and　taunt　my　faults／With　such　fuU　license，　as

くなつて行くと述べる。Charmianはト齎の雷葉は出鱈　　　both　truth　and　malice／Have　power　to　utter．

目だと云うが，実際にこの予見通りに彼女は女三Eよりぼ　　　Othen　we　bring　forth　weeds，／When　our　qulck

んの僅かばかり後に毒蛇に身を咬ませて妊の後を遊つ　mi・d・lie・till；・・d・ur　i11・t・ld　us／ls　a，。ur

て死ぬのであるから予書は的申することになる。Cleo・　　earing，（M．ii．102－v109）と，Antonyは肉己の耽溺生活

pat「aの侍従Alexasは金部其処に屠る者が運命を占つ　　　に気付いてありのままを報告する様にと命ずる。そし

てもらおうと葡・． ｷるとA・t・・yの嚇・eあMtflS下　て，　The・e　st・。ng・Egyptian　f・tt・・sエm…tbreak，／

であるEn°ba・b・・は現鋤鯉知虐［勺な人物であるの．0・1。se　myself・i・d。t・g・．α」i．113～114）と独緯1す

で，MSn・…dm。・t。f。ur　f。・t・n・s　t・一・night，　る。また別の使都・ら正麹F・1・1・の講瞼受けて独

shall　be－／drunk　tQ　bed・（工・ii．44～45）と，今晩は　　　白する。　I　must　from　this　enchantin．9　queen　break

酒を呑んで酔つて寝ることが習々の大抵の者の運命だと　　off，／Ten　thousand　harms，　more　tlユan　the　ills工

茶化す。卜考は更に傳女Irasの運命も　Charmian　と　　　know，／My　idleness　doth　hatch，（工，ii，125～127）と

同様であると彼女の手相を見ながら云う。Irasも最後　　　彼をエジプトから呼び戻すためにCaesarと戦争を始め

には，Cleopatraの悲壮な最後を悲しんでそのために死　　　て遂に死んだ嚢のFulviaの事が心に思い出され，女ヨ三

瓢のである。　［・ii．59’v71にある様に女王の侍女達の　　　の魅力から脱して国事や其他万事をなおざりにしたこと

CharmianもIrasも人間に幸運を授けるものはIsis　　　から生じた百害を燈正しようと決心する。現在の様な逸

と考えてこの神に祈る。この女神は元来エジプトでは大　　　楽に耽つているとそれは運命の輪の回るように普痛に変

地と豊鏡とを司る神であつたのであるが，後になつて当　　　わることを意識する（工．ii，121－》123）。　Antonyはこの

時の英国では月を司る神と考えられていた。ところが月　　　悲劇の始めで既に白己の運命に相当の考慮を払つている

は非常に変化の甚だしい星であるので星の中では最も人　　　ことが解る。Enobarbusの反対にも拘らずFulviaの

間の運命に変化を与える最大な力を持つものと考えられ　　　死後の始宋のため，R一マにいる自己の盟友達のため，



申村：Antony　and　CleopatraにSeける悲劇受容・　　　　　　　　　　　　　187

また三頭政治（triumvirate）を維梼するため，即ち自己　　　seem　as　the　spQts　of　heaven，／More　fiery　by

のii蜀家やローマ人としての蕊務のために急選ロ脚マへ出　　night’s　blackness；hereditary，／Rather　than　pur・

発することに決意する。此処にAntenyのエジプトお　　　chased；（工．iv．12～14）と，極めて同情1「1勺で，彼の欠点

よびローマの耐ll堺への彷徳が始哀る。しかし運命の輪　　　は坐後持ったものでなくてどk得のものだから止むを得・

の圃i陵の如く絶えずAntony　の関心は両tU：界を極とし　　ず，夜の暗さで益々輝きをttaすi爬上の星の様なものであ

て変動するが，その輪の中心の様に臼らの意壽哉に上らな　　　り，彼が立派であれば凌・る程その欠点が「1立つて来るの

い場合もあるが女王に対する彼の愛は常に変らないので　　　だと云う。CaesarはAntQny　の欠点が彼rl身にだけ

あるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　関わるのであれば許すことが禺来るが，困案府事α）この

　第i三場　前場と同じ場1面oAntonyがローマに出発す　　　1祭，三頭政治のltl1間たる彼等二入にかくも彼の軽挙力拭迷

る皆をCleopatraに告げるoその」菱K『hは1．iiL　41”一・－56｝こ　　　惑を掛けているli浄に1ま諮すことが出来ない（1［，iv．23・》

ある通り，Sextus　Pompeiusが僚頭してきてローマの　　　25），彼の行動は，分別が有りながら，　その経験によつ

三頭政治に不満を持つ徒灘と結び，現政権を危殆に陥ら　　　て得た教訓を捨てて1］先の逸楽に耽溺し，人闘を固寂に

しめようとしている。それで三頸政治にたずさわる三i三権　　　例えれば（the　state　of　mall）その沿盛三たゐ判断に反逆

者の一一一一人であるAntonyが噺時ローマ1こ行くことを琳　　　している錫の子供の行動の如きであるのだから，大いに

態が強要する。　しかしながら向己の翼惰は総てCleo一　　叱費すべきであると眼う（工．iv．28｛・33＞◎興処へ使断が

patraに託して行く。それに本妻のFulviaは既に・ll，L・に　　来てPompeyが勢力を増強し，　P一マの不平党と相呼

はないのだから心配するには及ばないと告げる。禺発に　　　応し，夏にMenecratesとMenasの二人の海賊が滲力11し

関して彼と女王とは互に争うが，遂にCleopatraは，　　　て制梅権を擁り，イタリヤに侵入したと伝える。　Caesar

And　all　the　gods　with　you！Upon　your　sword／Sit　　lま早くAntonyが肉己の行動の恥聯であることに醒め

Iaurel　victory，　and　smooth　success／Bg　strew’d　　てエジプトより帰つて来ることを切塑する。

before　your　feet！（工．iii．99～101）と云つて，彼のP　　　第五場　AlexandriaのCleopatraの窩殿。　Cleopa・

・一 }への幽発を承諾して祝福するqこれに応えてAnto・　　traのAntonyに対する愛欲の情をいかんともなし難

nyはOur　separation　so　abides　and　flies，／That　　き’1沓辮を巧みに描いている。

thou，　residing　here，　goes　yet　with　me；／And工，
he。、e．fleeti。g，　h。，e，em、i。　with　th，e．（［、iii．、・2．一　　　　　第＝ma

104）と云う。彼は女王の魅力から完金に脱却すること　　　eS・一場Messina　の’Pompey　の邸宅。1“ompey，

が繊来ないQ彼は自らの運命を好転するには余りにll育的　　　Menecrates，　Menasの三人の会話で始寵る。　Pompey

であり，女に寛火すぎたのである。明癬はあるのではあ　　は神々は最も正しい人の行動を助けると蒸う。しかし劇

るが，こうした性格の欠点のため，またCleopatraの　　　己への神の援助のおそいのを不満に思う。　Menecrates

魅力が余りにも絶大であつた為に，それを自己の運命の　　　は吾々は身の程を弁えないために全知なる神々が習々の

好転のために利用出来なかつた。そのことよりこの悲劇　　　為になるようにと拒んでいる審悪を神々に願うことがあ

が始まるのである。　　　　　　　　　　　　　　　　　る。其故に蕎々の神々への祈りが聴き饗れられない方が

　第四場　P・・一マのCaesarの邸宅。三頭政治の主権者　　　去11つて群々の利益になることもあると云う。　しかし

の一人Octavius　CaesarがAlexandriaからAntony　　Pompeyは彼の勢力が今やcrescentな月の如くでやが

に関する情報を受けて他の一人の主権者のLepidusに　　て満ちるであろうと云う（1・i．1～11）。彼等の神々と

その様子を伝える。それによるとAntonyは歴は釣，夜　　　は結局｝ま運命の神である。人聞の運命は常に変化する。

は酒宴と歓を尽して歳月を空費し，　彼もCleopatraも　　　彼の勢力は欠けたる月が満月になる如く満ちるだろうと

身の程を忘れて男女の区別がつかない程であり，圏政を　　Pompeyは希望的に予言する。　しかし欠けたる月は更

聴販せず，三頭政治にたずさわる仲間の二人を忘れたか　　　に鰍ナてやがて消えてし窟うことがある。彼は入間の運

の如くであると云う。（工．iv．4－》8）。　Antonyは，　A　　　命の変転を意識しているが自己の運命は好転するとのみ

man　who　is　the　abstract　of　all　faults／That　al1　　考えてその逆の場合を考えない。其点いささか明智に欠

men　follow．（r．iv．9…“10）だとCaesarは云う。　こ　　　ける所がある。自己の希求する所と現実の事実との区別

れに対して人のよいLepidusは，　His　faults，漁him，　　がつかず灘同している。　CaesarとLepidusが優勢な
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軍勢を率いて出陣していることを事実として認めようと　　　楽観三㌃こ義者には一一一応名案として頷けるものであろう。其

もしない。またAntonyはCleopatraの魅ソ1に惹かれ　　　処でAntonyもCaesarも即座に賛同する。しかし何事

て国政を忘れ表っているので彼と戦うためにXジプトか　　　にも揮めて有効な方策には非常な『1芋悪を及1ます反面が凌，

ら帰つて来ること賄り得なレ、と教る・しかしA・t・一　る。よく効く薬1塒には非常な擶最性欝つので審歓

ny　がずつと1】i∫にエジプトを出発して今やローマに箔　　　す場合が腿々あるものだ。この結婚政策は却つてその結

こうとしているとの報皆を友達のVarrius，，kり受けて　　　婚の破綻から両者の争いを狙烈に燃え立たせる1票因とな

喫驚する。それで自已の迂糊だつたことを少しく悔いる　　　る。そのことをShakespeareが明瞭｝こ示そうとす著，た

が，その鹸に1馳に溺れゾ・A・t・nyをα・。P・traの　めカ・その鹸E・・barbusのP・より此の劇1畷もイ丁

膝元から引灘した1：旧のブ」は大したもので・騒と白1忽　徹1締の一つであ葡［iのCyd。。、川でのCI，。P、t，。

れる。CaesarとAntony　とは結局はおり介うもので　　　とAntonyとの初対而の場面の華麗そのものの如き詩

はないのだから術者は遠からず争いを次誇｝めるだろうと楽　　　をAgrippaやMaecenasにむかつて譜らせてい為。典

観する・しかし瀦櫛うか塀・舳力噺lll・のf　11：龍　処にA・・。・y嘆命が聰，ipp。や」じ働人・1・剛1rl徽

まかせて畷・ゴ融卿：・勢翻いるかどうかが1三1分脚　反して1鯛して行くことを欝に机の・袖烈ミさ燃じ

生死に関わる鰍關であ7・E・r“o“ご策111各翻・・」1うと　させず｝・Sh・ke・p・a・eが8，E・s得麗徽・ゆ．．・，を糊

しない・P°mpey囎慮カミ浅はかで鵜であつて，而　で猷う講諮｝・絶するCl，QP、・，aの騰阯購に

も細　勺である・撒｝・齢を配賄利に輔さ跳　A・・。・yの繍，・・rc。ul’t，。us　A。t。。y，／Wh。m、ne，，r

ことが昧ない・御後榔…cnr・・L・pid・s・　Ant。・yの　th・w。・d。f・N・・w。ma。　h，arcl　＄p，、k，（皿、ii．222．一

三鰍治の擁灘との鎌成轍の船・ゆ醸11111・，　223），とをSh・kesp・areはEn。b。，b。，に鵬せ羨

彼嚥賊上りの繍M・…がロ七等三騨瀦殺して天　に靴Maece…の如き蹴な人物達緻策繍峨
下を取る ｳうにとの館轍えて斯する・とがlh勅　功を獣で，　A…1・・も・・よいよCI・・P…a醗く捨て

い（π・v11・）・そのためM・…カ・ら見放され，鞭・　鋸・なけ牙蝋漏まいα．ii，・233）とXうのに対して，

は，Caesa「に滅亡される運艘辿る・燃はP・mp・y　CI・・P・traの魅力は決し費んな舷やさい、もので

の正義さは一応は認め，多少の同情と哀憐の情を禁じ得　　　はなく，かえつてこの結婚の結果は容易ならざることに

なv’肺ども，彼の如き愚かで巨1惚の強剛・格の都政　櫨だろうとE・・b・・bu・曙難よつてmめかしてv、

争に従瓢てV’るのであるから・運命が彼にことさらに　る（∬．ii．234～24・）。　Maecena，はそ曙葉醐いて，

苛酷であつたと嚇じな・・であろう・というの職肥　工fbeau・y，　wi・d。m，m・d・、・y，、。。　sett1，／The　h。、，t

の破滅を性格上肉ら招いて旙るものと考えられ，彼の悲　　　of　An亡ony，　Octavia　is／Ablessed　Iottery　t。　him．

劇触綜を受｝熔れるからである・　　　　α．ii．24・～243）と姉丁にも白己に柵をv、かせよう

第謁・一マのL・pid・・の朧・A・t・ny・Cae一　と％かの如きことを葡が調客には，　A、　b。、。ty，

sa「・　Lepid”sの三巨購の会談カミ禰’し・その蝋で三　wi・d。m，　m。d・・ty，・・an，t・ett1・／Th・hea，・。f　A。t。ny，

者の醗が成立する・しかし鱒三巨爆｛・犠A・t・ny　O・tavi・i・／A鰯・41・t亡・・y　t。　him．と云つてV、るが

とCaesa「とはP。m・・yから卿季励ため一時Cl勺に内　嫡皮1多可嚇鍵鰍る．こ囑剛。も瀦はA。t。ny

atを1祉するものの，其醜くな再｝潮定鰍つて互に　やCI・。P・t・aの性格醐然と欝を翻へ樽、、て行

争う運命を必然的に持つているP理性の勝れたEnobar一　　く経路を見ることだろう。

busはそ漉予討る（］L　ii・・°3－一・・6）・獣洲蜘　 縮場・一のCaesa・の邸宅．　A。t。。y｝ま購のた
なCaesa「繊骸それ野財る（－ff・ii・…～・・4）・　めに轍0・tavi・と別1馳ねばならぬことカ・あろう

期でこの会談に纐’てこれら儲の争いをなくし永久　が，艇の蜥とは異つて今後は蜥簾緻めると

の親繊計靴めにCae・ar倣であり部下である　A・…yは骸0・tavi・に約勅る．微が闘する
Ag「ipPaが『案を「咄す・それはCae・a・のil・li“・i・”〈亡　輔ち｝・1・都・登場してA・t。nyと：Aだけで嫌す

人になつているOctavi・とA・t・nyが結婚するという　る。　S・・th．　W・・1d　l　h・d・n・v・r　c・m，　f，。m　the。ce／

提案である。AntonyとCaesarとを義理の兄弟とさせ　　　Thither　！Ant．　If　you　can，　your　reason？Sooth．1

両者の聞に変らざ鰍和を倣させようとの計らいであ　・e・iti・／My・…ti・n，　h…i・・。t　i。　my　t。ng。。，

る（1．ii．　125・v137）。このような提案は一般入や浅薄な　　　but　yet／Hie　you　to　EgyPt　again．ノlnt．　Say　to
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me，／Whose　fortunes　shall　rise　higher，　Caesar’s　or　　low，　to　try　a　Iarger　fortLllle，（ll－．vi．33－34）とあ

mine？／S・・th．　Caesa・’s／Theref・・e，　O　Ant。・y，　stay　るが，　a　l・rger　f・rtulleとはabig9・・risk。f　wtlrの

not　by　his　side：／Thy　demQn，　that　thy　spirit　　葱昧で，戦争の勝敗は運命の支配する所大なることを思

whi・h　keep・th…i・／N・bl・，・…ag・。・・，　high，　わせる。ところがP・mp・yはW・11，　1・1・n。w・。t／Wh。t

unmatchable，／Where　Caesar’s　is　llot．　But　near　　counts　harsh　fortune　ca＄ts　upon　my　face，／But　in

him，　thy　angel／Becomes　afeard；as　being　o’erpow・　　my　bosom　shall　she　never　come，／To　make　my

er’d，　therefore／Make　space　enough　between　you．　　heart　her　vassal，（『．vi．53～56）と云って，運命に

Ant・　Speak　this　no　more・／Sooth・To　none　but　thee；　　肉休は兎も角も心は決して支配されないと力味かえ為。

no　more　but　when　to　thee・／If　thou　Clost　1〕lay　with　　　しかしPompeyは極めて易々と三三頭政溶の語三権者達と和

him　at　any　game・／Thou　art　sure　to　lose；and　of　　l惚をしてし寂うct勿論この購和はPompeyには，その部下

that　natural　Iuck，／He　beats　thee’gainst　the　odds，　　のMenasの傍白にある如く（：if．vi，82～83），不利なもの

Thy　lustre　thickens，／When　he　shines　by：Isay　　であったりPompeyが赫和戊立後の宴に笑談すll，様子を

again・the　spirit／Is　all　afraid　tQ　goverll　thee　near　　見て，　MenasはPomp¢y　doth　this　day　laugh　away

him；／But　be　away，’tis　noble．　OL　iii．11～29）。当時は　　　his　fortune。（ff．vi，102）と澱う。まさしく其通り好機を

各人にはそれぞれ生れ付いた鑑があり，その叢が各人の　　　個性的な欠陥のために捕え得ず，避に運命な好松するご

運命を主として捌り，岡時に盗人を守る～種の神がある　　　とが出来ないのである。Menasのこの欝簗に対して，

と考えられていたQ　それが上例の　thy　demon，　thy　　Enobarbusは，　Ii　he　do，　sure　he　cannot　weep　back

angel・thy　spiritである。それによつてト者はAntony　　again．（∬．vi．103）と箒えている。　此簿の醤葉はこの

がCaesarの居住するローマを去つてエジプトに向わざ　　　嫡i和がPompeyに如1町なる結果を幽ら招いているかを

るを得ない外的な天上の力としての彼の運命の必然的事　　観客によく解るように説明している。同蒔にまたMenas

情を表明する。これを耳にしての彼の独白に，Be　it　art　　とEnobarbusとの対話によつてAntonyとOctavia

or　hap，／He　hath　spoken　true．　The　very　dice　obey　　　の結婚が如何なる結果になるかが予測されている。この

him，／And　in　our　sports　my　better　cunning　faints／　　　結婚は’政策結婚であつて，　AgriPpaやLepidusの席盟

Under　his　chance：if　we　draw　Iots，　he　speeds，／1｛is　　する様にAntonyとCaesarとの仲を永久に結び付け

cocks　do　win　the　battle　still　of　mine／When　it　is　　るものでなく，逆に争いを趨す源國となつて，　Antony

all　to　nought；and　his　quails　ever／Beat　rnine，　　　はCleopatraの言午に走るだろうと（1．vi．113～130）豫

inheop’d，　at　odds．　I　will　to　Egypt：／And　thQugh　I　　わしめている。Shakespeareがこの様1こ繰返して屡々そ

make　this　marriage　for　my　peace，／1’the　east　my　　　のことをme　ll艮の士Enobarbusに蒲らせているのは

pleasure　lies．（皿．　iii．31～39）と云う。外的状況が［・　　Antonyの運命が彼の心の志向する所によつて決定され

脅の運命判断と全然岡一であることを述べ，Octavia　　　ることを示し，彼の運命は自ら招いたものであつて，特

を捨て，エジプトのCleopatraの許に走ることを決意　　　に彼に苛酷であつたのではないと，彼の避命を観客に受

する。これは外的な運命が彼の内的な心の中にある運命　　け容れる様に税明しているものと思われる。

と相呼応一致していることを示す。其処で彼が新饗をす　　　第七場　Misenum沖のPompeyのgalley船上。

てて，女王の許に走ろうとする第二の彼の彷盤を読者は　　　祝宴の場である。この嫡1和成立祝賀の宴の堰中Menas

納得することになる。　　　　　　　　　　　　　　　　は船の太索を切つて船を沖に出し，三区頭を驚して

　第四場　ロー－vの街路。10行よりなる短い場面で運命　　　Pompeyに天下を取るようにと秘かに進雷する。ところ

とは関係しない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　がPoml〕eyは，　Ah，　this　thou　shouldst　have　done，／

　第五場　AlexandriaのCleopatraの宮殿。　女王が　　　And　not　have　spoke　on’t　！In　me　’tis　villainy，／ln　thee，

Antonyと　Octaviaが結婚したとの報告に接してヒス　　　’t　had　been　good　service．　Thou　must　know，／’Tis

テリーを起して使者に乱暴を働く場面で運命とは余り関　　not　my　Profit　that　does　lead　mine　honQur；／Mine

係がないo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　honour，　it．　Repent　that　e’er　thy　tengue／Hatll　so

　第穴場　Misenumの附近。三li藏頭とPompeyとの軍　　　betray’d　thine　act，　Being　done　unknown，／Ishould

事談判の場面である。Caesarの書葉にAnd　what　fol．　　have　found　it　afterwards　we11　done，／But　must
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condemn　it　now・Desist，　anCl　drink・（Lvii．73～80）　　　のCleopatraに惹オ・しる心に箪ろあつたことを1観審は知つ

と天下は取りたいが，それを敢行するには余りに勇気が　　　ているのである。Octaviaは両者の仲を訂胡停するため

なくお人好しである。権力の争…醸戦に彼は敗れる1‘k格を　　　にロ・・一・・“のCaesarの許へと旅立つことになる。

持つている・M・nasはf軸・ぐ，　F・・thi・，／1’11・nev・・　第五場前場と1・　一脚〒の別案。　A・tQnyの下僕の

f・11・wthy　p・11’Cl　f・・t・mes　mQre．／Wh・・eeks・nd　E…がCaesa・が膿を破つてP。mp・yと1．・pidus

will　not　take・when　once’tis　oifer’d，／Shall　never　　　とを’亡ぼしてし空つたことをEnobarbus　に伝える。

fi・d　it塒・re・（π…vii・・81～84）と云つてP・mp・y観　 EnQb・・b・sはA・t。nyとC・・sa・とのIIIIに　購が起

捨てるのである。Pompeyはさきに述べて様に運命の　　　り，その戦争は”rwill　be　naught，／But　let　it　be．

与えた機会を不決断のため逃がし，Menasをも失つて　　　（皿・V・23－24）と悲惨な糸1！1果にな為ことを繋知する⑪

Caesar　に滅亡させられるに至る運命の経路を辿るので　　　　錦六場　四一マのCaesarの邸1宅。CaesarはOctavia

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が従者も余り引連れず，みすぼらしく帰って来たことに

　　　　　　　　　　第鱒　　　襲翻n欝灘蕊1あ譲驚禦
　第一場　Syriaの平源。　Antony　の部将　Ventidius　　via力雪自ら好んでそうしたのであると彼女が公うと，

がその部下の将校であるSiliusに適慶（moderateness）　　Caesarは密泄｛の報告によつてAntony　がエジプトの

の必要癒説き，何事も度を過ぎることは他人から不興を　　Cleopatraの許に幾り，恣に振舞い，戦争の礁備をして

買い不鞍招くものである（N…’i・・12’－26），そうしたこ　いること融　つたと0・tavi・に鰍る。　Q、tavi、は心

とを弁える秀別（discretion）が大り，であると云う。これ　　　蹴していたように送に悲運のどん底に陥る。　Caesarは，

はBac。・が運繍で説いてV・る所と同じである。　　But　l・t　d・t・nmin・d　thi・g，　t・Clesti。y／1・1。ld・unb，．

Pt＝n9・一マのC・es・・の邸物擁の閲。　A・t。・y　w・ird　their　w・y・．（皿，vi．84・一”85）と，t。i、的なこと

がOctaviaを連れてAthensに赴くため，彼等二入と　　　を澱つてQetaviaを慰める。しかしこの欝藥には彼の

Caesar　とが別れる場である。　Caesarは　Antonyに　　　火政治蜜たる策謀が隠されているようである。

M°・tn・b1・A・t。ny，／L・t・・t　th・piece・f・i・t・・　第七場A・tl・m　髄のA・t。nyの1鞘。　A。t。。yと

which　is　set／Betwixt　us・as　the　cement　of　our　　Caesarとの戦争が始寂り，　Cleopatraはこの戦に滲加

1°ve／T・keep　it　build・d・b・the　r・m　t・b・tt・・／　しようと云うが，それは1幽でないとE。。ba，b。，賑

The　f・・treS・。f　it；f。・b・tter　might　w・／Have　う（皿1．・ii．　4）．ところが妊はこの｝哉轍微｝謝して

1°v’dwith。・t　thi・mean・if・n　b。th　part・／Thi・　寛戦されたのだから函ら1榊するのは当然だと搬する

be　not　cherished・（皿・ii・27～33）と云う。　Caesarは　　　（皿．vil．5～6）。　Enobarbus．は女王が親しく戦に臨む

Octaviaが両者の伸をさ鵡　却つて争に灘く原因とな　　　ことの不利を説明する。ところが女王は，　A　charge　we

ることを見抜き，それを懸念するが如きである。　　　　　　bear　i’the　war，／And　as　the　president　of　my

第三場Al…nd・i・のC1・・P・t・aの鰍。　C1・・P・t・a　．ki・gd。m　will／ApPear　the，e　f。，　a　m，。．｛皿．。iL　16

は鵬の0・tavi・の人物に関してttSDて妊の気に入　～・8）と鋤11の権利を云い張る．妊の親しく参戦嘘

るようにつくろつた報告を受けて気をよくする場面であ　　　の理由は，以上だけでは不充分で，この戯曲では余り明

る・　　　　　　　　　．　瞭ではない。しかしそれ力敬i戴に導く齢となる。maに
第醐Ath・n・でのA・t・ny鯛1宅の一蜜・第二聯　また騰にすべきか，海戦にすべきかの繊をするので

六腸および第三幕第二場などで懸念されていたAntony　　　あるが，　Cleopatra　は海戦を主張する。　女王に骨い

と　Caesa「　との不和が現実となつて現われて来る。　　　Antonyは，　Enobarbusやlieutenant　generalである

Ant°nyはいよ・’よC・esa・1こ対して榊の準1髄す　C・・idiusの理にかなつ燵言を斥けて，，」lz：常な不利を

る・A珈ny腰の0・t・vi・に，　Wh・「i・it・Pl・eat・t・　畑つつ，繊をすることに瀧する（皿．。ii．・27～53）。

y°uwhe「e　thi・b・gin・・／Tum　y・u・・di・pleasure　th・t　A・t・・yは齢の好・随妊へのi蝦のた翻ら拒むこ

way，　for　our　faults／Can　never　so　equal，　that　your　　　とになる。戦の結果を憂いて癒言をする勇壮な一戦士の

love／can　equally　move　with　them・（M・iv・33・－36，　　　習葉にも　Antony　は耳をかさない（M．vii。61～66）。

と怒つて云うが，・実はその戦争の原困は既に　Antony　　Canidiusの雷葉通り，Antonyの行動は，　his　whole
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・cti・1・9・・w・／N・t　i・the　p。wer。n’t；・。・・r　失と｝ま考えず名・1：ゆ失墜と翫ている（llf，・i．4・J・・一　」r　o）。

1・ad・・’・1・d・／A・d・w・a・e　w。m・・’s　m・n．（皿．・ii．68　Cle・P・t・aの後を追つて海li勲逃れた理1舵して，

～70）であつて，彼の真の力の存する本源から発するも　　Egypt，　thou　knew’st　too　well，／My　heart　was　to

のでなく，溺愛のため，女達1博にVk・EIEによつてリー一ドさ　　　thy　rudder　tied　by　the　strings，／And　thou　should．

れてV、るのである。理性を失い己を忘れていては戦争に　　　st　tow　me　after．0’er　my　spirit／Thy　full

捌券ち得る筈がなV・。　　　　　　　　・・p・emacy　th。・kn・w・・t，・・d　th・t／Thy　beclc

　第八場～第十場　Actium附近の平原。Caesarとその　　　might　from　the　bidding　of　the　gods／Command

lieutenant　generalの会話は肖i∫場のAntonyとCani・　　me。（皿．xi．55～61）と説明している。彼にとつてはCle．

diusやEnobarbusとの会話と全く正反対である。　Our　　opatraへの愛は戦華の勝敗以上であり，否神の命命以

f°・tune　lies／Up・n　this　jump・（Ur．・iii．5～6）とii伐　一kであつたのだ。こ蝋藍・II世の・’。mantic　chi。。1，yの様

争の勝敗の運命はこの一六勝負に懸つていると　Caesar　　に愛する女のために命掛けで戦つて勝利を献げるといつ

は真剣であつて，Antonyの様にBut　if　we　fai1，／We　　たのとは大いに異り，やはりShakespear¢　の生きた

then　can　do’t　at　land・ωL　vii・52－53）といいかげん　　　Renaiss猟ce的なアリ言が表わされており，現代憔に通ずる

なことは云わない。策九場および第…卜場はAnt〔）nyの　　　所が多分にあるeCaesarに対してはAntonyはNow　I

戦闘欄1及び敗戦のバ犬況である。Ant。・yの味かCあ　m・stツT・th・y・ung　man　send　humble　treaties，

る　Scarusの需葉によると｝　The　greater　cantle　of　　　dcclge／And　palter　in　the　shift　of　lowness，　who／

the　world　is　Ios亡／With　very　ignorance；we　have　　With　half　the　bulk　o’the　world　play’d　as　I　pleas’d，

kiss’d　away／Kingdoms，　and　provinces．（∬1．x．6～8）　　／Makin蹉and　marring　fQrtu且es．（皿、xi，61～65）という

であるo　海戦の雌雄いまだ決しない閥にCleopatraの　　　対策を取るといつて，名誉を重んずる他面に今やMachi．

乗つた旗艦the　Antoniaclは斑先に戦列を離れて逃亡す　　　avellism的権謀術策を1ピiヨいる覚悟をきめる。　Antony

る（皿・x・10～15）。汝三Eの逃亡を見るやAntonyは1帆を　　　は戦に敗れると1司時にC｝eopatraの愛．に完全に征服さ

高kと張つて雄鴨が雌li1馬の後を追うが如く逃げ虫る（m，　　れたことを示す。　You　did　know／How組uch　you　were

x．18～24）。Canidiusは，　Our　fortuneαユthe　sea　is　　my　cQnqueror，　and　that／My　sword，　made　weak

out　of　breath，／And　s1nks　most　lamentably．　Had　　　by　my　affection，　would／Obey　it　on　all　cause，

our　general／Been　what　he　kllew　himseif，　it　had　　（皿。xL　65～68）と管白するが，愛のために政治的権力の

gone　we11：／0，　he　has　given　example　for．our　　闘争を捨て，第一幕第一場の彼の雷藥を此処に立証した

flight・／Most　grossly　by　his　own！（皿．x．25～29）と鴛　　　ことになる。　C工eopatra力葉彷復するAntonyをロ炉v

う・艦隊は勿論陵上の軍勢も逃亡し，大部分の部下達は　　　の世界から：国：びエジプトの世界に完全に引毒灰したこと

何処かへ逃げてしまう。この様に大敗北という運命を招　　　になる。エジプトの世界に引き入れられた　AロtOnyは

来したのはAntonyとCleopatra自身逓である。理性の　　　其処で，　Fall　nQt　a　tear，　I　say，　o鷹e　of　them　rates／

勝れたEnobarbusはAntonyの運命の辿る方向を知つ　　　All　that　is　won　and　lost：give　me　a　kiss，／

ていたが・その理性の与える指示に従うことが出来ず，　　　Even　this　repays　me．．，　Love，　I　am　full　of　Iead：

人情の絆に一応は引かれ，1’11yet　follow／TIユe　woulld－　　／Some　wine　within　there，　and　our　viands　l　F（，rtune

ed　chance　of　Antony，　though　my　reason／Sits　　lmows，／We　scorn　her皿ost，　when　most　she　offers

in　the　wind　against・（肌x・　34－・36）と云つて，　Antony　　blows．（ff．xi．69r・v74）と云うが，これはAntonyの誇

の後を追う・理性と人情との闘がEnobarbusの心のrド　　張した需’葉でなく輿情を述べた書葉である。運命の支配

に生じ，此処から彼の悲劇が始まるのである。　　　　　　に完金に服する戦争，政治，或は政策結婚といつた現実

　第十一場　AlexanClriaのCleopatraの宮延。　An・　　世界，即ちローマの世界からAntcnyは脱掛して，やは

tonyはActiumの海戦を非常に恥じて部下達に彼の許　　　り運命の支配を受けるものではあるが，運命の支配を越

を去るようにと説き，自殺の決意を灰かす（皿．xi．9～　　　えた永遠なる愛の世界からの光明に照し出されている地

10）。そして敗者の勝者に対する人物既しをして（．脈xi．　　上的な愛のill堺即ちCleupatraの世．界に没入したから

34～40）残念がる。他人の忠告を斥け，しかも戦わずして　　　である。しかしAntonyとCleopatraは彼簿の愛が超

恥ずべき逃亡をしたことをAntonyは政治的生命の喪　　　地上自勺な愛の世界に通じていることをいまだ意識してい
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ない。更に地上の愛のために苦悩し，一種のpurgatory　　　て平気で誓を破つて堕落するものだと云うが，それは女

を経て，運命の郊己下にある俗桂レから脱して純椴の1五ヒ　達畷情醐泄ll1勺な櫨に如圏・、，運命の燃　である

界に入ることが出来るのであるが，現在の所ではJlll網1的　　　場念であつて，その愛が現罎的な幸運以一1．，：の，純粋な愛

ではなく情緒的にそうした世界からの曙光を認め始めた　　　のための愛である場合は，愛のために地．Lの一明を犠牲

に過ぎない。彼等の精袖【i勺な愛のElysium　への蕃悩　　　にして，その愛惰は困窮のために益々強烈に燃焼し，現

に満ちた旅路が実際にβ拠から女舷る・f麟1汰運命と戦　tll：lc｝gigiを否，kし，愛の勲益姻くくFり，強化すると

つて，理性によらず厄Ll！1勺な愛からこの永遠のF・ly・i・m　IillK，J；・に純化されていくものである。　Cl・・P・t・、　Vt±Cae．

に入ることが昧るのである副1鰍は囎は齢の支　・arの＝f・；UJとは醐の方離1醐のた麟嚇くなつて
配下にある俗11tのみに11亙要性があり，隈農：があつて，　　　行ったのである。

En°ba「busの例でも餓6様にこれのみで腿綱・支配　　第＋三場A1…nd・i・のCl・・p・t・aの’，撒。こα，様

の彼方にある永違のUL“Sl！　Elysiumには入ることが出来　な1輩∫地に彼馳陥れたの1淵働IL｛f瞭鋤。掴、は唯

ないとshakespeareは考えていたようである、　　　　　．々Aiitony独りの資任でもる、，巡命を好転し得る工lil｛‘k

　第十二場　エジプトのCaesarの陣醤QAロtollyは前場　　　の教える「り胤1に従わず，欲情（wi！1）のみに従VJ’二）てし豪つ

の所調d°dge　and　palter　i・the・h至ft・。f　l。wness　たからである。　、ll；下の！＆、、羅きかず，不利鰭以戦を敢

皿Lxi．62～63）を開始’ψる。学校教師な大使とし’C’Cae一　　　てし，而も汝荒が逃げたからといつて味方の艦隊巻蹴き

・a・の許に派遣し，A・t・・y　1・S　C…ar・fC，　R・q・i・e・　劫にしてその後をi壌つて逃げ祉騨獣敗、・11aで踊

to　live　in　Egypt・which　not　granted，／He　lessens　　　ばかりでなく大恥辱で三セ）るとEnobarbus　は澱う（／Ur．

his　req・est・…dt。　thee・…／T・1・t　him　breat1・e　xiii．2～12）。　Al・t・ny　1・i遂にC・・sa・に一騎打をrl．・込む

between　the　heavens　and　earth，／Aprivate　man　in　　　l瓜．xiii．20－－28）。運命の加勢があり，立派なlil‘勢の侵た

Athens・（皿・xii・12・’・’15）と要求した。またCleopatraは　　　る政油寂であり軍人であるCaesarが怒と絶塑に狸つた

Next・Cleopatra　does　confess　thy　greatness，／Sub一　　剣術使いの武入Alltony　と危険な一騎打などに応ずる

mits　her　to　thy　might・and　of　thee　craves／The　　　道理がないとEnQbarbusは云う。　I　see　men・s　judge・

circle　of　the　Ptolemies　for　her　heirs，／Now　hazard．　　　ments　are／A　parcel　of　their　fortunes，　and　things

ed　to　the　grace（∬・xii・16～20）と歎願した。此等の申　　　outward／Draw　the　inward　quality　after　the則，／

出に対してCaesarは，　For　Antony，／Ihave　no　ears　　To　suffer　all　alike，　that　he　should　dream，／know－

to　his　request・The　queen／Of　audience　nor　Clesire　　　jng　all　measures，　the　full　Caesar　will／Answer

shall　fail，　so　she／From　Egypt　drive　her　all・－clis・　　　his　emptiness；Caesar　thou　hast　subduced／H三s

graced　friend，／Or　take　his　life　there．　This　if　she　　　judgement　too。（皿。xiii．31－37）と　Enobarbusは

perform，／She　shall　not　sue　unheard．　So　to　them　　　Antonyを訴する。一般に人は現世の物質的な状態にJl三

both．（m．xii．19～24）と答える。　CleopatraはCaesar　　学1穿に支配されて判断を下す。ところがその物質的状態は

のこの要求を満して王位を息子達に安泰に喪り，身身安　　　運命が支配して現に存するが如くあらしめているのであ

全に鷺くことが出来たであろうけれども，それを敢行し　　　る。其故に判断も運命の一部分と云うことになる。そこ

ない。其故にこの戯曲に現われるCleopatraは通常史　　　で外界の物質は人関の内的な樵質をlllj化させていく。外

上に伝えられている様な邪悪な妖婦ではなく，Antony　　的事情の悪化がAntonyの性質まで堕して，彼の判断

とCleopatraとのi愛は単に肉欲的な愛であるばかりで　　　を狂わせてし京つた。　Stoic　な精神から滅うならば，

なく，政治，権力，名轡，或は戦争など運命の支配下に　　　Antonyは動物的なものに堕して最早救い難き人闇とな

ある一’切の地上的なものよりは高位な要素をも含んでい　　　ってしまつたのである。即ちAntonyはCaesar　lこ判

るのである。その意味で両者の関係はAntonyとOcta・　　断まで征服さ才してしまつたのだとEnobarbusは考え

viaとの地上的な結婚関係よりは高位なものである。　　　る。そこで彼は判断まで狩iつたAntonyを見捨てるべき

Caesa「は・Women　are　not／In　their　best　fortumes　　であるか，それとも自らが馬鹿者となつて判断力荻で失

st「ong・but　want　will　perjure／The　ne’er－－touched　　　つた颯セAntonyに対してどこまでも忠節をrFり，　史

vest・1（皿」i29帽31）と女セま幸運の闇は弱々しいが・一旦　」・に自らの名を留むべきか，と迷う（m・，・xiii．・41・－46）、，　：J’it一

困窮するとVestaの神の神聖な女1凶でも猛々しくなつ　　　処で中世的な忠節と11t代的な理性との掲藤を彼の心中に
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見ることが出来る。彼はstoicに完全になり切ることが　　　まつたことと，　reasonを：醒んずる友であり部下である

出来ないし，同時に寮たloyalty　とreasonとを超越　　　EnobarbusがAntonyを見捨てることとの内外の1呼

した永違の人間愛（eternal　human　love）にも到達1二h来　　　応を表わすものと思われる。

ない・撒に彼にはA”t°11yのIIII：大髄この場面では　　　　　錦四幕
解することが出来ない。　Caesar　の俊1者　Thidiasが

CleopatraにWisdom　and　fertune　combating　toge．　　　第一場Alexandriaの前万Caesarの陣鴬。　Caesa「

ther，／If　that　the　former　dare　but　what　it　can，／　　　はAntonyの一騎打ちの挑戦を嘲笑する。　Caesarの

No　chance　may　shake　it，（皿　．　xiii．79～81）と，運命が　　友Maecenasは，　Caesar　MLls’t　thinkP／When　one

賢者を攻めても賢者が依然として蟹者であるならば，運　　　SQ　great　begins　tQ　rage・he’s　hunted／Even

命は賢脅を害ねることが出来ないと　Stoicismのtru・　　to　falling・Give　hini　no　breath・but　now／Make

ismを説いて，　Antonyを蜷して自己の安全を計るよう　　　foot　of　his　distraction：never　anger／Made　good

にと勧める。しかし　Cleopatraは妖婦（vampire）でな　　　guard　for　itself・（TV・i・6～10）と進欝し，　理性の勝つ

く，やはり偉大な女三1三であるのでそれをしない。此の戯　　　たμ一マ軍側はAntonyの怒に狂つたのを利用して彼

曲ではShakespeareはstoicismの敗北を認めている　　　を驚すこと駈策す。

ようである。Cleopatraは喪面Caesarに認つてその使　　　　第黒場　AlexandriaのCleopatra　の密殿。　Antony

者Thidiasがその乎に接吻することを諮すo　A批onyは　　　にはCaesarが一・騎打ちの挑戦に応じない理由が解ら

それを見て，またEnobarbusから女ヨ三がThidiasに歯　　　ない⑪ところがその燃由は・Enobarbusには明瞭で・He

つた言葉を聞き知つて，愛の世界から迷いから醒めた如　　　thinks，　being　twenty　times　of　bett¢r　fortunei／He

く，権力，戦争，政治の争われる遮命の完全に支醒する　　　is　twenty　men　to　one・（IV・ii・3哩4）とAntQnyに税

現実の世界に降り立つて，大いに怒ると共に肉らの過表　　　明する。戦の有i∫夜の綴裳は悲しみの婁と化してしまうo

を回顧し，かくの如く権力を炎墜し悲惨な境遇に追い込　　　　第三場　Alexandriaの宮展養の前方。天地に妙なる畜

まれたのはすべて娼婦Cleopatraのためであると猿烈　　　楽が聞える。・瀞戒の鋲士遣が皆それを聞く（1V。iii．10～

に女ヨ三をくたす（皿，xiii．110・v115）。同時にまたAntony　　　21）。それはAntony　を守護するangelのHercules

は現在の悲境を，When　my　good　stars，　that　were　my　　の羅（ShakespeareはAntonyの祖先がBacchusの

former　guides，／Have　empty　left　their　orbs，　and　　　神と伝えられていたのをHerculesと変えているo（IV・

shot　their　fires／Into　the　abysm　of　hel1．（皿．xiii．　　vii．43－・44））が彼から立宏るのである。いよいよ彼は運

145～ユ47）とも云つて超自然的な外的運命即ち墨によつ　　　命から究全に見放なされてしまう。

て表わしている。Antonyの不運は，女…Eの魅力によつて　　　　第四場　Alexandriaの富殿の一・－L＆。　Antonyは，

溺愛し，彼の個性的な特質よりの弱点によつて明智を働　．If　fortune　be　not　ours　to－day・it　is／Because　we

かすことがIU来ず，彼の個性が形成していると表現され　　　brave　her。（IS「・iv・4～5）と云う。彼は運命に敵対して

ていると同時に超自然的な外的な力，即ち羅の力によっ　　　いることを意識している。運命を好紙させるのと反対の

ても表現されている。内外の呼応として表現されてい　　　方向を自己の行動が取つて来たことな自ら知つている。

る。やがてAntonyはCleopatraと仲直りをして明口　　Cleopatra　V’S　Antonyの甲贈を蒲ける乎伝をする。衷れ

の最後の奮戦を約し，はかない勝利の希望を持つ。この　　　さをそそる場面である。Antonyはいさぎよく出陣す

様子を見て，Enobarbusは，　Now　he’II　outstare　the　　　る。女王は，　that　he　and　Caesar　might／Determine

lightning；to　be　furi◎us／Is　to　be　frightened　out　　　this　great　war　in　single　fight！（IV．iv．36～37）とi坐

of　fear，　and　in　that　mood／The　dove　will　peck　　しき願いを祈る。　しかし運命に見捨てられたAntony

the　estridge；and　I　see　stil1，／A　dirninution　in　oロr　　eZ　Vまそんなことは起り得ない。

captain，s　brain／Restores　his　heart；when　valour　　　第五場　AlexandriaのAntonyの陣営。　Antonyは

preys　on　reason，／It　eats　the　swords　it　fights　　その朝Enobarbusが遂に彼の許を去つてCaesarの側

with：Iwill　seek／Some　way　to　leave　him（M．xiii．　　　に走つたことを兵士から聞く。　彼はそれに対して怒ら

195・一”201）と云う。彼はAntQnyの許から立ち去る決　　　ず，持前の非常な寛大性を発揮する。　Go・Eros；send

意を遷にする。これはAntonyがreasonを失ってし　　　his　treasure　after，　do　it，／Detain　not　jot，　I　charge
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thee：write　to　him－／I　will　sしlbscribe－gentle　　　第七場および第八場　両陣営間の戦場およびAlexan－

adieus　and　greetings；／Say，　that　I　wish　he　never　　driaの城壁の下。戦況と消えゆく燈火の消滅rl’前の閃

find　more　cause／To　change　a　master・　O，　my　　　の如きAntonyの人生最後のはかない勝利と凱旋状

fortunes　have／Corruptecl　honest　men，　Despatch　　　況。　　　　　，

－Enobarbus・（W・v・12～17）と彼は感慨無盤であ　　　　第九場　Caesarの陣営。　Enobarbusの悶死の1易面

る。この雷葉はAntonyの入間性の偉大さを実によく表　　　である。彼の最後の雷葉は，　O　sovereign　mistress　of

明している。彼の如き偉大な人物は理｛生では評II【li出来な　　　true　melancholy，／The　poisonous　damp　of　night

い。彼は既に運命の支配する現実の批界の彼方に心が超　　　disponge　upoll　me，／That　life，　a　very　rebel，　to　my

越し，Enobarbusを怨まず怒らず，却ってそうした1止　　　will，／May　hang　no　longer　on　me．　ThrQw　my

界にluEl吟するEnobarbusを憐れみ，彼の軍用箱や貴：重　　　heart／Against　the　flint　allCl　hardness　of　my’fault，　／

品を別れの嘗葉を添えて部下に送り届けさせる。運命の　　　Which　being　dried　with　grief，　will　break　to　powder，／

支配する世界にのみ住み，理性のみを信ずる人問，現実　　　And　finish　a11　foul　thougllts，　O　Anteny，／Nobler

を超越することの幽来ない人間はたとえ正直な人闘であ　　　than　my　revolt　is　infamous，／Forgive　me　in　thine

つても膿々1紅落することのあるのをShakespeareは示　　　own　particular，／But　let　the　world　rank　me　in

唆しているようである。　　　　　　　　　　　　　　　　register／A　lnaster－leaver，　and　a　fugitive：／0

　第六場　AlexandriaのCaesarの陣営。　Caesa卿よ，　　Antony！OAntony！〔Dies．（．W．ix，12’v23）である。

The　tlme　of　u且iversa正peace　is　near：／Prove　this　a　　彼の一生は葱欲に逆らつた理性の坐灘であつた。　Anto・

prosperous　day・　the　three－nook’d　world／Shall　　nyの一一・・生はJi四生に逆らつた葱欲の生活であつた。結局

bear　the　olive　freely・（IV・vi・4～6）とCaesarの　　　運命の支配する世界に冷静な灘性のみを僑：滞して坐きた

運命が最もよく開けて，国家統一がなり平和達威の1ヨの　　　彼はたとえ運命を好転させ得ても最後は悲惨である。理

目前にあるを確償し，勝利を期しているq一方AntOny　　性のみでは解決し得ない人生の羽国に（特に心lil勺な）た

の許を去つて寝返りを打つたEnQbarbusはうつうつと　　　ち駆つた人闇が，唯一の頼り所と儒じた理性に幻滅を感

して自資の念に1悩む。（IV．vi，18～20）。　人聞は理性のみ　　　じた場含は絶対的な窮地に追込まれて悶死するの外はな

では生きられるものではない。人間には理性以上の大切　　　い。寧ろ馬鹿者に見えたAntonyの方こそ死は再生の

なものがあることを彼は悟るに至る。其処へAntony　　契機となって満足して画らの悲劇を受け容れている。

が彼の軍用箱や貴璽品に手紙や更に多くの賜物を添えて　　　Enobarbusこそこの戯曲申の唯一の嵐の悲劇ll勺な人物

わざわざ送り腐けてよこしたことを知りAntony　の偉　　　となっている。彼は自らの生涯も死も全部否楚して絶対

大なgenerosityに全く心が圧倒されてしまう。Caesar　　的な死に入り，自らの死を満足して受け容れることが禺

の部下の兵士すらその偉大な人間性にうたれて，Your　　来ないのである。観審は彼の死をやすつぽい倫理的な観

emperor／Continues　still　a　Jove・（IV・vi・28～29）と　　　点からすれば，苦境に陥つた鱈主に寝返をうつて敵側に

Antonyを絶讃する。　Enobarbusは其処で増々懊悩し，　　走つたのだから，当然の応報として受け容れるのであろ

Iam　alone　the　villain　of　the　earth，／And　feel　　　う。しかし人間問題として深く考えるならば彼に同情的

1　am　so　most・OAntony／Thou　mine　of　bounty，　　にもなり，そう簡単にかたづけるわけにはいかなくな

how　wouldst　thou　have　paid／My　better　service，　　る。彼はその悲劇的な死を陶他3：k．に受け容れることの出

when　my　turpitude／Thou　dost　so　crown　with　　　来ないこの戯曲の唯一の人物である。

gold！This　blows　my　heart；／H　swift　thought　　　第十場一第十二場　両陣営の聞。第十場および第十一

break　it　not，　a　swifter　mean／Shall　outstrike　　場はAntonyの最後の勝利の翌1：iの戦況の一部を表わ

thought，　but　thought　will　do’t，　I　feel，／Ifight　　す樋めて短い揚而である。第十二場ではCleopatraの

against　thee？No，　I　will　go　seek／Some　ditch，　　艦船に燕が巣を揖けたことが伝えられる（IV・xii・3～

wherein　to　die：the　foul’st　best　fits／My王ater　part　　　g）。　これはいよいよ　Antonyの澱落を示す前兆であ

of　life・（W．vi．30～90）と【叫ぶ。　Antonyの広大無辺　　　る。果してエジプト艦隊は全く戦わずして全部ローマの

な魂の光に照らされてEnobarbusの僑条は光を消して　　　艦隊に降．伏してし或う（IY．xii．11－一・13）。その有様を見

白滅していくのを彼は知つたのである。　　　　　　　　　　てAntonyは，　O　sun，　thy　uprise　shall　I　see　no
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more，／Fortune　and　Antony　part　here，　even　here／　　は彼にとつては，　But　I　will　be／Abridegroom　in　my

Do　we　shake　hands．（IV　．　xii，　18－－20）と絶叫する。彼　　death，　and　run　into’t／As　to　a　lover’s　bed．（IV．xiv．

はこの様な艦隊の寝返はCleopatraが彼を裏切つて，　　　99～101）である。　Erosが彼を殺さず，彼を殺すべき剣

caesar　と結んだためであると誤解する　（IV．xii．20削　　　で自らを刺して先に肉殺してしまう。彼はErosの自殺

29）。　そして信んじていた愛を失つたと考え狂気の如く　　　の方法に倣つて自殺を試みるが仕損じてしまう。恰度其

なる。共処へCleOpatraが登場するの’C“彼は殺慧を示　　　処へ女三Eの死の慮服を闘いてAn’tonyがもしものこと

す。女ヨ三は恐れて蔵ちに逃れる。　　　　　　　　　　　　　をやりはしないかと心配して女三1三が遮わしたDiomed

　第十三場　AlexandriaのCleopatraの宮殿Q　逃げ　　　が登場して，女王は生きてli弔〕，盤廟に1戯1巨していると

帰つた女王はCharmianに事・h！1を譜す。　Charmianは　　　伝える。　Antonyは駈1ナつけた護衛の兵士達1二彼を女王

女王が霊廟の中に隠れる晋寿1にと勧める。そして商位にあ　　　のいる叢廟へ運ぶようにと命じ｝Nay，　good　my　feレ

る人がその位や権力を失う時は死ぬことよりも深い苦し　　　lows，　do　not　please　sharp　fate／To　grace　it　with

みを感ずるのだから（IV，xiii．5～6）Antonyが猛つた　　　your　sorrows：bid　that　welcome／Which　comes　to

如くなるのは当然だと云う。CleopatraはAntonyの　　　punish　us，　and　we　・1）unish　it／Seeming　to　bear　it

怒りを過iけるために，撹官のMardianを使つて，攻王　　　lightly・（IV．xiv・　135・－138）と彼箏にいう。　このAn・

が自殺を遂げたと偽つてAntonyに伝えさせる。　　　　　tonyの雷粟は実は観衆｝こ向つて云つている様に聞える。

　第十四場　Cleopatraの宮殿の別蜜。　Antonyは例の　　　其故に観審の気持は彼の死な悲壮とは感ずるであろうが

有名な入生観照を下僕のErosに詔る。運命の支配下に　　　重蕾しい悲惨さからは免かれるq

ある現世では人闇は絶えず変る浮霰の様なはかないもの　　　　第十五場　鑑廟。Antonyの血に染つた膚様を兇て，

であると云う（IV．xiv．1～14）。地．hの一切を（恋も権勢　　　霊塀弱の窓から彼を引ぎ上げようと大騒ぎをしている

も名欝も含めて）失つた切々たる観照である。彼は悲し　　　Cleopatraを見て，　Antonyは，　Peace！／Not　Caesar’s

みのうちに一種の悟の境地に入つている。其処へMar・　　valour　hath　o’erthrown　Antony，／But　Antony’s

dianが登場して，　cleopatraがAntonyの名を呼びな　　　hath　triumph’d　on　itself・（IV・xv・13・…15）と云う。こ

がら自殺したと偽の報告をするQ　Antonyには　Cleo一　　　れに讐えてCleopatra　は，　So　it　should　be，　that

patraに対する愛が甦って，　Unarm，　Eros，　the　long　　none　but　Antopy／Should　conquer　Antony，　but

day’s　task　is　done，（IV，xiv。35）と彼はもう現世には用　　　woe’tis　so　1（W・xv．16－17）と漱う。Antonyは運命

がなく終りだと云い，女王の後を追つて肉殺の決意をす　　　にもCaesarにも打ち魚かされたのではない⑨肉らに肉

る。Eros！・－I　come，　my　queen：－Eros！－Stay　　　らが打ち勝ったのであり，絶対に運命やCaesarに征服

for　me，／Where　souls　do　couch　on　flowers，　we’11　　されたのではない。しかしCleopatraはAntonyをこ

hand　in　hand，／And　with　Qur　sprightly　port　make　　の様な状態にまで追いつめた運命に対して，　No，　Iet　me

the　ghosts　gaze：／Dido，　and　her／Eneas，　sha11　　　speak，　and　let　me　rail　so　high，／That　the　false

want　troQps，／And　all　the　haunt　be　ours．（W．xiv．　　　huswife　Fortune　break　lter　wheel，／Provok’d　by

50～54）と浄土（the　Elysian　field）で，　DidoとノEneas　　my　offence．（IV，xv．43～45）と運命を罵る。　Antony

に代つて彼等二人が王者になろうと云う。女王は，she　　の最後の雷葉は，　The　miserable　change　now　at　my

which　by　her　death　our　Caesar　tells／“工am　con－　　　end／Lament　nor　sorrow　at：but　please　your

queror　of　myself”．（ISJ．xiv．61～62）であると云う。死　　　thoughts／In　feeding　them　with　those　my　former

こそは現世に打ち勝つことであり，自らの運命に打ち克　　　fortunes／Wherein　I　liv’d：the　greatest　prince　o’

つことであると彼は考える。其故にErosがAntonyの　　　the　worlCl，／The　noblest；and　do　now　not　basely

自殺の介錯をすることは，Thou　strik”st　not　me，’tis　　die，／Not　cowardly　put　off　my　he！met　to／My

Caesar　thou　defeat’st。（IV．xiv．68）である。運命に打　　　countryman：aRomanJ　by　a　Roman／Valiantly

ち克つことは好運に満ちた運命の寵児たるCaesarを打　　　vanquish’d，　Now　my　spirit　is　going，／Ican　no

ち破ることである。彼を打ち驚そうとしているCaeshr　　more．（IV．xv，51～59）であり，彼は運命の支配から脱

に彼を蜷すことを不可能にするので結局Caesarに打ち　　　去llした瞬1じlljに今迄で罵り蔑んでいた運命とも和解した気

勝つことであると考える。この悲劇的な死を遂げること　　持を示し，P”一’rの世界とエジプトの世界との闘に彷復
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していたのであつたが・これら両．肚界を死によつて止揚　　　Iook　on　thine：we　could　not　stail　together，／In　the

している。彼の死は両世界の否定ではあるが，同時にま　　whole　world．　But　yet　let　me　lament／With　tears

た継の｝綻の世界でもあつたのである．A・t・nyは　as　s。・ereign　as　the　bl・。d。f　hea・t，，／That　th。・

Ely・i・mの夢をC1・。P・t・aのi剛宛に抱かれての1勤に　my　b・。th・r，　my・・mp，tit・，，／1。　t。P。f。11．、1，，ign；

実現させ，愛する汝王の行宋を慮り・己の名営ある最も高　　　my　mate　in　empire，／　Friend　and　companion　ill

貴なる過去を偲びつつ・現在の悲劇に満足して死んで行　　　the　front　of　war，／The　arm　of　maine　own　body，

く。　これを観る観客もやはりAntonyの気持に岡化さ　　and　the　heart／Where　mine　his　thoughts〔lid　kirldle；

れ，同感してその死綬｝熔れること費こ瞭がない。　－that・u・st、rs，／U。rec。。、ili。ble，　Sh。ulcl

A”t°nyの死後にはC1・・patr・1緋常櫨脱lll勺な窒麟　di・id・・ur・qu・1・e、、　t。　this．（V．i．35～48）、と1　、…し

気持に獅れる・運命破i　己するil堺でA・・。・yはi・iら　む．この様な1献鰍物繍殺一IPt．め龍…物た、、賄

齢観捨て・　’IEた齢からも見lif｝てられ撮後に1齢　らとは不葦職肋灘であり，それはぎ脚ら齢の然建，

破配から脱すると剛寺にそ祉和肌て，来i！L・へと旅　しめる所であると歎く．鱗；の謙は欝が触。。Y、、、

立つたのであるが・妊にとつて臨穿　酬欄して愛　死鰻け容オ・るとi嚇に彼の鰍1嚢臨繊彼の死繍

したAntonyが居なくなつた運命の支i配するこの世界は　　　しむようにとShakespeareが襯審に意醸！した所であ為

鯉や不ff1　eDものであるQ妊の」’UI・1・Xもヨ三脇世の一切　1．Rl・paされる．靴A・t。。yがCI，。P。t，、に鞭し嚥

は鰍のないもの醜る・獄なものは烈。・yの行　を捨て国禦を；齢た不駄燗であるので彼欄撫ざ

つた来働みとなる・期で妊はやカ・てこの齢破　るを融くなつたのは≧撚で繍と云う麟な醜鵬

配す雛界からの｝齢と超越と蝋悟し・1捌の純fヒが　によつて彼の勲撚鰻略湾噛ならば，その瀦は

心の申に起り湧気を願すとiヒ塒に一贋灘禺で訣　正しくこの劇を見ていないeeと齢すのである。そ徽

然焔徽｝こなる・（W・xv・73－－9・）・　　　　に階がA・t・・yの勉場面まで翻し疎費嚇

　　　　　　　　　　第五幕，　　　　　壮感にうたれ・欝曙葉に翻・されてい徽な気撫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なり得なかつたならばその劇の測娼が間建つてい番か，

第鴫Alexand・i・のC・・sarの1鞘・C・esa・は　灘渤力・r髄つているかであることに気働。ねば筋

Ant°nyの死を聞いて，　Th・breaki・g・f・・9・eat・　なV、。

thing　sh°・ld　m・ke／A・great・・cra・k・The・・und　第＝場AI，x。。d，i。の繍の＿蜜．齢の難靴

w°「ld／Sh°uld　hav・・h・・k　l至・n・・i・t・ci・i正・…e…／　あ棚枇曜蹴て，死に憧泌CI，。P、t，。の心朧，

And　citizen・t。　th・i・d・n・・The　d・a・h・f　A・t。・y／　My　des・1。ti。。　d。es　b，g｛。　t。　m。ke／Ab，tt，，夏ife；

Is　n°ta・i”gl・d・・m・i・・h・n・m・1・y／Am・i・・y　・・i・p・1・・y・・b，　C。，、，，、／N。・b，i。9　F。，，。。，，

°fthe　w°「ld・（y」・i・・14～・9）と云う・躍の死塒はこ　h，・s　b。・F。，・。。。・，　k。。v，，／A・mi。i、t，，。f　h。。　wil1，

れ｝評応して燐螺が起ると．考えられていた．こ曙　。・di・i・grea・／T。　d。・h、t　thi。g　th。t，nd，　a11

葉はCaesa「の気持をも糊している・薦ではあるが　・th・・deed，，／Whi、h，h。k1。、　accid，n，，，、。d　b，lts

A”t°nyの死を燗としてC・e・a・｝まやはり悲しむ．L。・lc　up・h・ng・、／Whi，h　sleep，，。。d　nev。，　p。1、tes

y°usad，　f「iend・？／The　g・d・reb・ke　m・J　b・t　it　i・　m。，e　th，　d、。9，／Th，　b，g9。r’、。urs，，、。d　Cae．

atidings／T°w・・h・he　ey・s。f　ki・g・・IV・i・・26・・－28）．　sa・’・．（V．ii．・～8）と妊｝ま炎わして、、る．この謙は

と云う・そして部下逮とA・・。・・を1思び，その人物を　運劒鱗下に・1・吟すること曝。であつた購の槻客

諏る・Maece…はA・t。・yを評して・Hi…i…　｝・非瀧角轍感茜瀧ことであろう．Cl，。1、a，，。の心

and　h°n°t’「s／W・9’d・q・・1　wi・h　him・（V・i・3・～　は既に運命から脱却して、・ても，齢。の様礎髄深

31）と云い，Ag・ipP・は・A・a・er　spi・it・n・v・・／Did　刻1・繊ず勲している．妊が；1オ宝静くli糺ている

stee「　hurnanity：b・t　y・u　G・d・will　gi・e　u・／S。m・　と女王の耐でCaesa，曝凱たS，1，u。u，｝こすら，

faults　t。　m・1・e　u・m・n・（T・i・3・－33）と云V・，　Caesar　妊は，　P，ith，，　g。　he。ce，／0，1，h。11、h。w，he

は，OA・t・・y・／lhav・f。ll。w’d　thee・t・thi・，　b・t　・1・ders。f　my、pi，i・，／Th，Q。gh　th，　a、he、。f　m。

we　d°1aunch／Di・ea・e・in…b・dies・lm・・t　・1・ance．（V．ii．・7・一一・73）と運命を表わす謙。ha。ce

perforce／Have　shown　to　thee　a　declining　day，／Or　　を用いている。女王にとつては運命の支配下のこの世か
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ら逃れて，Antonyの行つている11堺へ旅立つことは，　　　みたのである。Shakespeareはこの戯［・【tlでは外的な超自

Show　me，　my　womell，1ike　a　queen；go　fetch／My　　　然的な力としての運命と，登場人物の些細な一欠点が起

best　attires．　I　am　again　for　Cydnus，／To　1；ユeet　　因となってその性格がそれぞれの運命を形成していく内

Mark　Antony．（V．ii．226～228）であり，始めてAntony　　ll勺な巡命とを：li二にオ¶1呼応（corret　pond）させている。それ

と潅つたCydnus川へ行くことであり，　Cydnusこそ　　　故にエリザベス朝の人々の運命に対する先に述べた第一

は彼女のElysiumであり，象た其処の女ヨ三となること　　　の態度と第二の態度とを巧みに融合統一させているとも

であつた。その世界は運命の支配するこの批の如く変化　　　見倣すことが出来よう。外的な運命と内的な運命とが相

する世界ではない。その世界に行こうと決意をすれば，　　　一致するように衷現されているので，現代入の眼から見

その仙界の光に照されて今縛コ不変不動の心境になるQ　　　ても登上人物が運命に支配されて不運に陥つて行く姿を

Now　from　head　to　foot／Ialn　marble－constant：　　∫乱ても別に不自然さや不合理さを感じない。この戯曲に

now　the　fleeting　moon／No　planet　is　of　mine。　　　表わされた焼拠の世界は運命に支配されて絶えず変動し

（V・ii・238～240）と女三」三は云い・不滅不死のll貨保を心rliに　　　て行く。政治，戦争，政策瓶ll婚，其1也一切の事象はすべて

懐く様になる（y．ii．279～280）。そのi”：界から　Antony　　　運命の支配寮受けて変fヒ変轍していく。不変なものは何

が呼んでいるように女王には思われる。　Metllinlくs　I　　　－一・つとしてないoしかしながら，　Shal〈esl〕eareの作品に

hear／Antony　calL　I　see　1ユim　1’QLIse　himself／To　　　は，現代文・’￥：に覗爵っれ孝5様な経済的関1系や社会II勺関係の

praise　lny　noble　act．　I　hear　hiin　mock／The　Iuck　　　要索が個人に対する圧力と蹴り，人生の悲劇を形威する

of　Caesar，　which　the　g．　ods　give　men／To　excuse　　運命となつて作用するといつたものは来だ褒現されるに

their　after　wrath．　Husband　I　cQme：／Now　to　that　　は至つて腰らないことは勿論であるが，この様に画賑す

name，　my　courage　prove　my　title！／Iam　fire，　　　る輪の様にi変転することがこの戯曲の特徽の一つをなし

and　air；my　other　elements／Igive　to　baser　life．　　　ている。　Antonyもローマ的世界とxジプト的世界窃絶

（V．ii．288～289）。その不滅不変の永逮の楽ニヒに心を移　　　えず彷襖する。すべてモうした動揺変転のうちにあつて

して見ると，運命の支配下にあつて絶えず好運不運の変　　　唯一つ不変な脅わぱ輪の中心をなしているものがある。

li云に憂き身をやつしている人間はたとえ帝王と雌も馬鹿　　　それはAntonyとCleopatraとの愛である。この愛は

者の様に見える。O…uldst　th。u　speak，／That　1　肉1木的な性愛から天使の城に遡一る間のrJl／・常に幅の広い

might　hear　thee　call　great　Caesar　ass，／Unpolicied．　　愛である。　ll寺にはこの愛も運命の支配の影響を受けて，

（v．ii．305－．307）と身を咬む毒蛇に女三Eは云う。大な　　　嬰が日光を遮つて地上の難繁物がi1瀞には明るくまた時には

る勇気を振い興してその世界へ旅立つてこそ，偉大なる　　　階く映し拙されることのある様に，時には憎しみに変貌

運命の支配を受けぬ帯王であるAntonyに恥しからざる　　　したりする場禽もあるが，その愛の相のi変fヒに拘わらず，

正幽な女三Eとなる資格を得るのである。女三Eは人聞を　　その根底に横たわる本質には変化がなく，始めから最後

形成する四元素，土水窒火のうち下等下位の元素である　　　玄で変らずに存続している。この中心となつている不変

土と水とを捨て，貴き元素火と空気のみになってその　　の愛が運命の支配する蕾難に満ちた現実の世界を貫き通

世界へと．k昇するのである。運命の支配する現世に何　　　して，　Dionysus的な，自由な愛情を中心としたエジプ

等心を残すことなく・1唯々Cteo・What、shou］d　I　stay　　ト的世界とApollo　”勺な規律を尊び，権力を中心とした

一一一一bhaJ’．　Irl　this　vi王e　world？（V．ii．312～313）という　　　ローマ酌世界とを謂わば止揚して，運命の支配の外にあ

最後の雷葉を残して，エジプト人でありながら，after　　る世界即ちElysiumへと上昇し，貫き潔いている。こ

the　higll　Roma黛fashion（W．xv．87）即ちローマ人的　　　の止揚は死であつて，それによつて開かれるこの　Ely・

なやり方によつて悲壮ではあるが美しい自殺を遊げたの　　　sian　fieldは永遠不滅の殿界であり，安住の世界である。

である。それ故に観客は女王の死を受け容れるのみでな　　　これは死のil堺であるが同時に再生の世界でもある。卑

く，その死を讃美するであろうことには疑がない。　　　　近な雷葉で表わせば，颪の自由の肚界であり，また詩の

　W．以上各幕各場の順をS・5つて運命との関連の深い書　　　作り出す世界である。冷然たる理性だけでは，たとえ運

葉を列挙して，登上人物と彼等の運命とがどの様に取扱　　　命を肉己に有利に利用することが出来るとしても，決し

われているか，また彼等の悲劇を運命観から観客（｝涜者　　　てこの殴界に入ることは1⊥1来ない。それはEnobarbus

を含む）がどの様に受け容れるだろうかという説明を試　　　によつて立証されている。この世界に入るには男女の｛生
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的恋愛に始まつて，それが純化され高掲され，天使の如　　’る意味でfelicity　であつて何等それ以Lのものではな

き人間全体に・宇宙全体に及ぶ様な広大無辺な熱烈な　　　い。死は総ての終りであつて永遠の11民りに過ぎない。と

AntonyとCleopatra　の様な愛がなければならない。　　　ころがこの劇では死は現liヒの苛酷な運命の支配から解脱

彼等がこの様な愛によつて運命の支配下にある現実の世　　　して永遠不変な1笥由な至福な世界への門川となつて居

界を苦しみつつ歩み，遂にこの世界に到達する窪での苦　　　り，しかもその世界が相当に強調されている。それであ

悩の旅路をこの劇は喪わしていると考えられる。彼等は　　　るから或る意味では現代よりは鞘零酷ズ丈運命に［／／ilらも支配

運命の支配する現実の1［堺にあつても心は既に時々この　　　され，また他人が支配されているの慶屡々1司前に眺めて

世界からの光明に照されて現実の肚界から解脱すること　　　いた当蒔の観客は，運命からの解放を切塾することが現

が出来た。即ち心は運命の支醜から時々脱1｛1することが　　　代人よりは甚だしかつたであろうから，この悲劇におけ

出来たのだ。そして其処から現実の世界を眺めることが　　　る死を廟らの轍撮している気持を満してくれるものとし

出来たのである。彼等は運命の支配下に苦1吟しながら運　　　て慮んで受け容れたことだろう。この様にこの懇劇を観

命を眺めると岡時に，その支配を脱した所に立つて運命　　　客もまた受容することがこの悲劇の一大1博徴であ為とi旗

を眺めることも出来たのである。従つて彼等の雷葉には　　　うことが出来る。

運命に関するものが非常に多いのはこの様な理由による　　　以［二述べて来た様な悲劇受容の度が次第に満震つて行

ものであると思われる。運命の支配下に全く没入して精　　　くならば，それに伴つて悲劇性は次第に稀薄になつてい

神の自由を失つてしまうならばかえつて運命の力を感ず　　　くことは明白である。その度を窩める艘も有効なやり方

ることが出来ず，運命に批判的な眼を向けることも禺来　　　はElysian　field砂εより生へと選光せしめて，この地

なくなるからである。　　　　　　　　　　　　　　　　上に実’現せしめることである。これが即ちShalcespeare

　Shakespeareの悲劇時代の作品では例えば，　Hamlet　　の後期の作品であるロマンス劇であると歎い得ると思

は死をfelicity（至福）　（Hamlet．　V．ii．357）と云い，　　　う。其故にこの劇はShakespeareが悲劇からロマンス

Kina　LearではKentによれば王の死はthe　rack　of　　劇へと発展する過渡期的な作品であつて，しかも偉火な

this　totlgh　world（lreat’．　V、iii．314）から自由にするこ　　　悲劇作品であると見るのが正しい見方のようである。

とである。しかし死は唯々現実の世界の苦悩から解放す


